
国際開発学会社会連携委員会主催セミナー	
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消費と生産 

 
プログラム	

 
開会の挨拶　　国際開発学会社会連携委員会副委員長　黒田かをり	

	　　　　　  （一般財団法人CSOネットワーク 事務局長・理事）	
 	

１．持続可能なパーム油調達を巡る国内外の動きについて	
	

l  「国際的なパーム油生産・市場のガバナンス構造の現状と課題」	

　  発題者　日本貿易振興機構・アジア経済研究所 研究企画部	
　　　　　　　 研究企画課 課長代理（研究企画担当）   吉田暢氏	
　　	
l  「見えない油―パーム油の環境社会リスク」	

　  発題者　プランテーション・ウォッチ／地球・人間環境フォーラム　飯沼佐代子氏	
	

l  「食品企業の持続可能なパーム油調達の取り組みと課題」	

　  発題者　味の素株式会社 グローバルコミュニケーション部ＰＲ・ＣＳＲ	
　　　　　　　 グループ　シニアマネージャー　中尾洋三氏	

休憩	
	

２．パネル・ディスカッション、会場との質疑応答	
　　 パ ネ リ ス ト：古谷由紀子氏（サステナビリティ消費者会議代表）、	

　　　　　　　　　　　　　   上記発題者 
	

　　 モデレーター：国際開発学会社会連携委員会委員長　大橋正明（聖心女子大学教授）	
	

 閉会	
	
 
 

【お問い合わせ】	
一般財団法人CSOネットワーク  http://www.csonj.org	
Eメール：office@csonj.org　　電話  03-3202-8188  FAX: 03-6233-9560	

「パーム油」から持続可能な調達を考える	
©WWF-Malaysia/Mazidi	Abd	Ghani		

日時：2016年7月29日（金）19：00 – 21：00	
会場：千代田区立日比谷図書文化館　4階 スタジオプラス（小ホール）	

主催：国際開発学会社会連携委員会／協力：一般財団法人CSOネットワーク	



 
  

 
　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　 
 

登壇者プロフィール　（登壇順）	

飯沼佐代子 氏　　プランテーション・ウォッチ／地球・人間環境フォーラム	
　グローバリゼーション問題に関わるNGO事務局、環境コンサルタント（環境アセスメント）、
タイ北部での住民による河川の資源管理活動等に関わる。帰国後アジア太平洋資料セン

ター（PARC）で水産資源研究会を立ち上げ、2008年より現職。特に木材調達における環境・
社会配慮を求めるフェアウッド・パートナーズと違法伐採対策法制定のキャンペーン、プラン

テーション・ウォッチを担当。信州大学農学部卒、農学修士（森林科学）。	

中尾洋三 氏　味の素株式会社　グローバルコミュニケーション部ＰＲ・ＣＳＲグループ　シニアマネー
ジャー	

　1981年 味の素株式会社入社。国営企業を経て1986年本社ギフト事業部にてマーケティン

グ担当。1994年 カルピス株式会社出向で「カルピスウォーター」、「アミールＳ」などのプロダ
クトマネージャー。1999年 味の素株式会社に復職。東京支社で原料調味料の営業ライン長。
2003年 本社経営企画部でＣＳＲの導入に携わり、2005年 ＣＳＲ推進部・ＣＳＲ部の組織を立

ち上げる。2016年4月 グローバルコミュニケーション部発足にともないＰＲ・ＣＳＲグループ シ
ニアマネージャーとして現職に至る。	

吉田暢 氏　日本貿易振興機構・アジア経済研究所　研究企画部研究企画課 課長代理（研究企画
担当）	

　2004年 日本貿易振興機構・アジア経済研究所入所。2007年 ジェトロ・ERIA支援室にて、

国際機関・東アジアASEAN経済研究センター（本部 インドネシア・ジャカルタ）設立支援業
務に従事。2013年 英国サセックス大学開発研究所（IDS）にて修士号を取得後、2014年より
同研究所化yクイン研究員として英国に滞在。2015年7月より現職。国際開発学会、

Development Studies Association(UK)に所属。	

古谷由紀子 氏　サステナビリティ消費者会議代表	
　消費生活アドバイザー、博士（総合政策）。日本消費生活アドバイザー・コンサルタント・相
談員協会常任顧問（2012年～）、サステナビリティ消費者会議代表（2013年～）。著書に「消

費者志向の経営戦略」（2010年）芙蓉書房出版、論文に「消費者課題解決における消費者
団体と事業者の関係の見直し―消費者課題の要因への考慮－」(2014年)日本経営倫理学

会誌第21号などがある。また「消費者教育推進会議」（2013年～）委員、企業の業務品質や
コンプライアンス等委員会の社外委員、CSR等に参加している。	

大橋正明 氏　国際開発学会社会連携委員会委員長	
　国際協力NGOシャプラニールのバングラデシュ駐在、事務局長、国際赤十字・赤新月社連
盟兼日本赤十字社バングラデシュ駐在等を経て、恵泉女学園大学教授を務め、2014年から

聖心女子大学文学部 人間関係学科教授（NGO/NPO論、南アジア地域研究）。シャプラニー
ル評議員、国際協力NGOセンター（JANIC）理事、地球環境基金運営委員他。主著に『バン

グラデシュを知るための60章〔第二版〕』（明石書店）、他。	

黒田かをり 氏　国際開発学会社会連携推進委員会副委員長	
　一般財団法人CSOネットワーク事務局長・理事。民間企業に勤務後、コロンビア大学経営
大学院日本経済経営研究所、アジア財団日本の勤務を経て、2004年にCSO連絡会（現ネッ

トワーク）に入職。日本のNGO代表としてISO26000（社会的責任企画）の策定に参加。現在、
ISO20400（持続可能な調達）、東京2020オリンピック・パラリンピックの「持続可能な調達コー

ド」の策定にも関わる。	

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・	
本日は国際開発学会社会連携委員会主催セミナーにお越し下さりありがとうございます。	

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・	


